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村立小中学校と幼稚園等の村立小中学校と幼稚園等の
耐震化計画等をお知らせします耐震化計画等をお知らせします

学校等名 施設名 面積 建築年月 耐震
基準

耐震指標（Is値）耐震
化 耐震化計画Ｘ方向※Ｙ方向※

白方小学校

特別教室棟 3,195㎡ 

平成21年10月 新 ―― ―― 済 ――
特別支援棟 2,596㎡ 
多目的教室棟 287㎡
普通教室棟（４棟）2,108㎡ 
体育館 1,385㎡

照沼小学校

校舎･管理棟 1,758㎡ 昭和37年３月 旧 ―― ―― 未

建て替え
校舎 19㎡ 昭和38年３月 旧 ―― ―― 未
便所棟 91㎡ 昭和53年３月 旧 ―― ―― 未
特別教室棟 238㎡ 昭和60年３月 新 ―― ―― 済
体育館 696㎡ 昭和51年７月 旧 ―― ―― 未

中丸小学校

校舎 2,240㎡ 昭和45年８月 旧 0.36 0.37 未
建て替え管理棟 221㎡ 0.63 0.50 未

校舎 318㎡ 昭和58年３月 新 ―― ―― 済
校舎（新プレハブ校舎） 695㎡ 平成20年４月 新 ―― ―― 済 ――
体育館 602㎡ 昭和46年10月 旧 0.25 0.49 未 建て替え

石神小学校 校舎（４棟） 5,434㎡ 平成15年12月 新 ―― ―― 済 ――体育館 1,359㎡ 

舟石川小学校

校舎･管理棟 2,866㎡ 

昭和56年３月 新 ―― ―― 済 ――特別教室棟 884㎡ 
校舎（昇降口） 197㎡ 
体育館 816㎡ 

村松小学校 校舎 3,740㎡ 昭和57年３月 新 ―― ―― 済 ――体育館 815㎡ 

東海中学校

校舎 1,197㎡ 昭和40年３月 旧 0.29 0.63 未
耐震補強特別教室棟 567㎡ 0.45 1.26 未

校舎 1,955㎡ 昭和40年12月 旧 0.29 0.63 未
技術棟 284㎡ 昭和53年２月 旧 0.87 1.85 済

――体育館 1,103㎡ 平成８年２月 新 ―― ―― 済
校舎（新プレハブ校舎） 929㎡ 平成20年３月 新 ―― ―― 済

東海南中学校

校舎 3,517㎡ 
昭和53年７月 旧

0.37 0.67 済 平成17･18年度に耐震化校舎 1,087㎡ 0.62 0.85 済
技術棟 284㎡ 0.22 0.93 未 耐震補強
校舎 880㎡ 昭和57年３月 新 ―― ―― 済 ――
体育館 1,184㎡ 昭和54年３月 旧 0.79 0.43 済 平成18年度に耐震化

村松幼稚園 園舎 1,970㎡ 平成元年３月 新 ―― ―― 済 ――

石神幼稚園 園舎 288㎡ 昭和49年３月 旧 0.11 0.62 未 幼保一元化施設として建て替え園舎 203㎡ 昭和55年２月 旧 1.50 2.27 済
舟石川幼稚園 園舎 482㎡ 昭和48年３月 旧 0.16 0.73 未 耐震補強
宿 幼 稚 園 園舎 343㎡ 昭和49年３月 旧 1.17 0.08 未 幼保一元化施設として建て替え
須和間幼稚園 園舎 508㎡ 昭和50年３月 旧 0.32 0.28 未 耐震補強
百塚保育所 保育室棟 1,121㎡ 平成10年３月 新 ―― ―― 済 ――
村松保育所 保育室棟 529㎡ 昭和49年６月 旧 0.40 0.37 未 幼保一元化施設として建て替え
舟石川保育所 保育室棟 508㎡ 昭和50年４月 旧 0.94 0.41 未 幼保一元化施設として建て替え

●村立小中学校と幼稚園等の耐震化状況･耐震化計画（平成23年２月現在）●村立小中学校と幼稚園等の耐震化状況･耐震化計画（平成23年２月現在）

　学校施設は、児童･生徒等が１日の大半を過ごす活動の場であるとともに、非常･災害時には地域住民
の避難所としての役割を果たさなければならない施設であることから、その安全性は特に重要となります。
　村（教育委員会）では、平成21年３月10日発行の「広報とうかい」（２～５ページ）で村立小中学校と幼稚
園の耐震化状況･耐震化計画を公表し、学校施設の早期耐震化を進めてきました。このたび、平成21年度
に行った「耐震診断」（保育所を含む）の結果と築年数、老朽化の状況を踏まえて、あらためて耐震化計画
の見直しを行いましたのでお知らせします。

※建物を真上から平面的に見たとき、長い辺の方向をＸ方向、短い辺の方向をＹ方向とする。
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●「
旧
耐
震
基
準
」と「
新
耐
震
基
準
」

　

昭
和
53
年
６
月
の「
宮
城
県
沖
地
震
」等
の
大
規
模
な

被
害
地
震
を
教
訓
に
建
築
基
準
法
施
行
令
が
改
正
さ

れ
、
建
築
物
の
構
造
計
算
等
の
基
準
等
が
昭
和
56
年
６

月
に
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
昭
和
56
年
ま

で
の
基
準
を「
旧
耐
震
基
準
」、
昭
和
57
年
以
降
の
基
準

を「
新
耐
震
基
準
」と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。な
お
、

「
新
耐
震
基
準
」に
よ
る
建
物
は
、平
成
７
年
１
月
の「
兵

庫
県
南
部
地
震
」（
阪
神･
淡
路
大
震
災
）で
観
測
し
た
最

大
震
度
７（
Ｍ
７･

３
）に
お
い
て
も
被
害
が
少
な
か
っ

た
と
さ
れ
て
お
り
、
現
在
は
こ
の
基
準
が
お
お
む
ね
妥

当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
耐
震
化（
耐
震
診
断
）の
対
象
と
な
る
建
物
と
は
…

　

文
部
科
学
省
告
示
で
は
、「
旧
耐
震
基
準
」の
建
物
の

う
ち
▼
木
造
以
外
の
校
舎
等
で
階
数
が
２
以
上
ま
た
は

床
面
積
の
合
計
が
２
０
０
㎡
を
超
え
る
も
の
▼
木
造
の

校
舎
等
で
階
数
が
２
以
上
ま
た
は
床
面
積
が
５
０
０
㎡

を
超
え
る
も
の
―
―
と
し
て
い
ま
す
。

●「
Ⅰs
値
」（
構
造
耐
震
指
標
）と
は
…

地
震
の
揺
れ
に
耐
え
ら
れ
る〝
建
物
の
強
度
〞や
地
震

の
揺
れ
を
吸
収
す
る〝
建
物
の
粘
り
強
さ
〞に
建
物
の
形

状･

経
年
変
化
を
考
慮
し
て
数
値
化
し
た
、
建
物
の
地
震

性
能
を
判
断
す
る
た
め
の
値
で
す
。
国
土
交
通
省
で
は

Ⅰs
値
０･

６
以
上
を
安
全
の
目
安
と
し
て
い
ま
す（
文
部

科
学
省
で
は
、
補
強
後
の
Ⅰs
値
０･

７
以
上
を
耐
震
改
修

補
助
の
要
件
と
し
て
い
ま
す
）。
こ
の
Ⅰs
値
は
、
値
が
大

き
い
ほ
ど
耐
震
性
能
が
高
い
こ
と
を
表
し
、
震
度
６
強

の
地
震
の
振
動･

衝
撃
が
あ
っ
た
場
合
▼
Ⅰs
値
０･

３
未
満

は
倒
壊
等
の
危
険
性
が
高
い
▼
Ⅰs
値
０･

３
以
上
０･

６

未
満
は
倒
壊
等
の
危
険
性
が
あ
る
▼
Ⅰs
値
０･

６
以
上
は

倒
壊
等
の
危
険
性
が
低
い
―
―
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
こ
の
基
準
を
下
回
る
建
物
で
あ
っ
て
も
、
中
規
模
程

度
の
地
震
で
は
損
壊
し
な
い
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問い合わせ　 学校教育課企画総務担当（☎282-1711 内線1411）、社会福祉課こども室（☎282-1711 内線1000）

●
村
立
小
中
学
校
と
幼
稚
園
等
の
耐
震
化
状
況

●
村
立
小
中
学
校
と
幼
稚
園
等
の
耐
震
化
状
況･･

耐
震
化
計
画（
右
表
）の
解
説

耐
震
化
計
画（
右
表
）の
解
説

■
白
方

■
白
方･･

石
神
石
神･･

舟
石
川

舟
石
川･･

村
松
小
学
校
、
村
松

村
松
小
学
校
、
村
松

幼
稚
園
、
百
塚
保
育
所

幼
稚
園
、
百
塚
保
育
所

　

す
べ
て
が「
新
耐
震
基
準
」に
よ
る
建
物
と

な
っ
て
お
り
、
耐
震
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
照
沼
小
学
校

■
照
沼
小
学
校

　

特
別
教
室
棟
を
除
き
、「
旧
耐
震
基
準
」に
よ

る
建
物
で
す
。
施
設
の
老
朽
化
等
に
伴
い
、
平
成

23
年
度
か
ら
現
在
の
照
沼
小
学
校
敷
地
内
で
建

て
替
え
工
事
に
着
手
し
、
平
成
24
年
度（
グ
ラ
ウ

ン
ド
整
備
工
事
は
平
成
25
年
度
）の
工
事
完
了
を

も
っ
て
、耐
震
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
中
丸
小
学
校

■
中
丸
小
学
校

　

一
部
の
校
舎
を
除
き
、「
旧
耐
震
基
準
」に
よ

る
建
物
で
す
。
平
成
16
年
度
に
行
っ
た「
耐
震

診
断
」の
結
果
は
、
安
全
の
目
安
を
下
回
り
、

耐
震
改
修
を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成

25･
26
年
度
に
建
て
替
え
工
事
を
行
う
こ
と
で
、

耐
震
化
を
図
る
予
定
で
す
。
な
お
、
体
育
館
は

こ
れ
に
先
行
し
て
、
建
て
替
え
工
事
に
着
手
し

て
お
り
、平
成
23
年
度
の
工
事
完
了
を
も
っ
て
、

耐
震
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
東
海
中
学
校

■
東
海
中
学
校

　

一
部
の
校
舎
と
体
育
館
を
除
き
、「
旧
耐
震
基

準
」に
よ
る
建
物
で
す
。
平
成
16
年
度
に
行
っ
た

校
舎
と
特
別
教
室
棟
の「
耐
震
診
断
」の
結
果
は
、

安
全
の
目
安
を
下
回
り
、
耐
震
改
修
を
必
要
と

す
る
こ
と
か
ら
、
平
成
23･

24
年
度
に
耐
震
補
強

工
事
を
行
う
こ
と
で
、耐
震
化
を
図
る
予
定
で
す
。

平
成
21
年
度
に
行
っ
た
技
術
棟
の「
耐
震
診
断
」の

結
果
は
、「
新
耐
震
基
準
」と
同
等
以
上
と
の
判
定

が
得
ら
れ
て
お
り
、耐
震
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
東
海
南
中
学
校

■
東
海
南
中
学
校

　

一
部
の
校
舎
を
除
き
、「
旧
耐
震
基
準
」に
よ

る
建
物
で
す
。
平
成
14
年
度
に
行
っ
た
校
舎
と

体
育
館
の「
耐
震
診
断
」の
結
果
は
、
安
全
の
目

安
を
下
回
り
、
耐
震
改
修
を
必
要
と
す
る
こ
と

か
ら
、
平
成
17･

18
年
度
に
耐
震
補
強
工
事
を
行

い
、
耐
震
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
21
年

度
に
行
っ
た
技
術
棟
の「
耐
震
診
断
」の
結
果
は
、

安
全
の
目
安
を
下
回
り
、
耐
震
改
修
を
必
要
と

す
る
こ
と
か
ら
、
平
成
23
年
度
に
耐
震
補
強
工

事
を
行
う
こ
と
で
、
耐
震
化
を
図
る
予
定
で
す
。

■
石
神

■
石
神･･

舟
石
川

舟
石
川･･

宿宿･･

須
和
間
幼
稚
園
、
村
松

須
和
間
幼
稚
園
、
村
松･･

舟
石
川
保
育
所

舟
石
川
保
育
所

　

平
成
21
年
度
に
行
っ
た「
耐
震
診
断
」の
結
果

は
、
石
神
幼
稚
園
の
一
部
の
園
舎
を
除
き
、
安

全
の
目
安
を
下
回
り
、
耐
震
改
修
を
必
要
と
す

る
こ
と
か
ら
、
平
成
23
年
度
か
ら
順
に
舟
石
川

幼
稚
園
、
須
和
間
幼
稚
園
の
耐
震
補
強
工
事
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
宿
幼
稚
園･

村
松
保
育
所
、

石
神
幼
稚
園･

舟
石
川
保
育
所
に
つ
い
て
は
、

現
在
幼
稚
園･

保
育
所
の
一
元
化
に
向
け
た
検

討
を
進
め
て
お
り
、
平
成
23
年
度
か
ら
耐
震
化

に
向
け
た
具
体
的
な
検
討
も
同
時
に
進
め
、
幼

稚
園
、
保
育
所
の
早
期
耐
震
化
を
図
っ
て
い
く

予
定
で
す
。　

※
耐
震
化
計
画
は
、
設
計
の
結
果
等
に
よ
る
見
直
し
に
よ
っ
て
変
更
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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“東海村と茨城大学との連携協力”

公

開

講

座

公

開

講

座「
原

子

力

施

設

と

地

域

社

会
」

「
原

子

力

施

設

と

地

域

社

会
」

　　

〜

平

成

〜

平

成
2222

年

度

の

公

開

講

座

を

終

え

て

〜

年

度

の

公

開

講

座

を

終

え

て

〜

村
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
の
課
題
解
決
、
文
化

村
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
の
課
題
解
決
、
文
化･･

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
人
材
の
相
互
活
用

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
人
材
の
相
互
活
用･･

交
流
促
進
等
を
目
的
に
、
国
立
大

交
流
促
進
等
を
目
的
に
、
国
立
大

学
法
人
茨
城
大
学
と
の
間
で「
東
海
村
と
茨
城
大
学
と
の
連
携
協
力
協
定
」を
結
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
毎
年
、
原
子

学
法
人
茨
城
大
学
と
の
間
で「
東
海
村
と
茨
城
大
学
と
の
連
携
協
力
協
定
」を
結
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
毎
年
、
原
子

力
に
関
す
る
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
た
公
開
講
座
、「
原
子
力
施
設
と
地
域
社
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
２
月
に
開
催
さ

力
に
関
す
る
テ
ー
マ
を
取
り
上
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●●村の教育のさらなる発展を目指して…
２月18日、東海文化センターで「東海村教育振興大会」が開催
されました。式典では、スポーツや芸術･文化で功績を収めた
小中学生や教育に尽力した方々に表彰状や感謝状が贈られ、
日ごろの努力と教育の発展に寄与したことへの敬意が表され
ました。続く講演では、杉浦健

たけし

さん（近畿大学教職教育部准教
授）が“やる気”を木に例えながら、幹を育てるためには“やる
意味”を見いだしていく必要があるとし、「意味は“ない”と思っ
た瞬間なくなってしまいます。意味を探し続け、行動に移し
ていくことが大切です」と講演――来場した教育関係者をはじ
め、多くの住民は、教育について考えるひとときとなりました。

●家庭でも実践！今後につながるフェスタに
２月19日、総合体育館で「とうかい環境フェスタ」が開催されました。こ
れはとうかい環境フォーラム実行委員会が中心となり、環境問題を皆
で考えようと開催しているもので、環境問題に取り組む27の企業や団
体がブースを設置し、実験や実演、パネルを通して日ごろの活動を紹
介しました。また、エコグッズを作ったり、環境に配慮した商品を景品
とする抽選会を実施したりと、エコグッズを使うきっかけをつくろうと
いう取り組みも――実行委員長の久保田昌宏さんは「年々環境問題へ
の意識が向上していることを感じています。ここで感じたこと体験した
ことを、ぜひ各家庭で実践していってください」とあいさつし、フェス
タをきっかけに、環境への取り組みが広がっていくことを期待しました。

●● ●地域福祉の発展と向上に長年尽力
２月24日、東海村民生委員･児童委員として30年以上にわたり活動
を続けてきた岸三男さん（白方中央）が「民間自治功労者表彰」を受
賞しました。この表彰は、地域の発展に貢献した方々に県市町村
会から贈られるもので、岸さんは、地域での長年にわたる献身的な
活動や委員の育成等、地域福祉の発展に尽力してきた功績が認め
られました。村長に報告に訪れた岸さんは「民生委員･児童委員とし
てこの賞をいただくことができ、とても光栄です。これは私だけで
なく、委員の方々の日ごろの地域での活動が認められたものと思っ
ています」と喜びを語るとともに「受賞に恥じないよう微力ながら自
治の推進に協力していきたいです」と今後への思いを述べました。

式典後には茨城県吹奏楽コンクール銀賞等、数々
の成績を収めた村松小学校吹奏楽部の演奏も

基調講演では赤星たみ子さん（漫画家）が「物は使わない
と生きない」と話し、さまざまな生活の知恵を紹介しました

環境問題についてパネルで学び
ながら、クイズに挑戦しました

エコキャンドル作りでは、ろうを溶かして、
好きな色のキャンドルに変身させました
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ＳＴＡＴＩＯＮ　ＧＡＬＬＥＲＹＳＴＡＴＩＯＮ　ＧＡＬＬＥＲＹ
■開館時間 午前10時～午後７時
■場　　所 ＪＲ東海駅（駅舎１･２階）
■問い合わせ 東海駅コミュニティ施設管理室（☎287-3680）

▼ギャラリーA（２階）

清水透石さん（日展
評議員）を会長とする
「藍

らんじゅんかい

筍会」に所属して勉
強する県内在住者によ
る書展です。平安仮名

を基礎とし、大字で表現することを学んでおり、
近年は、調和体の作品にも挑戦しています。「か
な書」の多彩な表現をお楽しみください。

３月13日（日）～19日（土）３月13日（日）～19日（土）
▼ギャラリーＢ（１階）

かな書道 茨城藍筍会展かな書道 茨城藍筍会展
※最終日は午後３時閉館※最終日は午後３時閉館

川又南
なん が く

岳さんの教え
を受けた茨城大学書道
部の卒業生による書展
です。出品者それぞれ
が、古典の臨書を基本
に置き、独自性を組み

入れた創作を行っています。顧問･川又南岳さ
んの賛助出品もあります。

３月20日（日）～26日（土）３月20日（日）～26日（土）

墨･ＫＯＫＯＲＯ展墨･ＫＯＫＯＲＯ展
※最終日は午後2時30分閉館※最終日は午後2時30分閉館

詩や作文、俳句等から得た
イメージを、絵画や写真･書･音
楽･工芸等、それぞれが得意と
する分野で表現します。参加
者は一般公募した園児から70
代までの約80人。それぞれの
日常が垣間見られる文章と、多
彩な表現をお楽しみください。

３月13日（日）～26日（土）３月13日（日）～26日（土）

かけはし展Ⅱ
※最終日は午後１時閉館※最終日は午後１時閉館

石神の地に在住して
43年を迎える門

もん ぜ ん

前由弘
さんの個展。地域での
取材を基にしたイメー
ジ画や、人物をテーマ
にした群像、海外から

得たモチーフなどを総括した油彩･水彩･パステ
ルなどの作品約30点を展示します。

４月３日（日）～９日（土）４月３日（日）～９日（土）

第10回門前由弘絵画展
開館時間：午前10時～午後６時 ※最終日は午後３時閉館開館時間：午前10時～午後６時 ※最終日は午後３時閉館
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。
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の
方

内　
　

容
▼
ス
ト
レ
ッ
チ･

ヨ
ガ･

ス
テ
ッ
プ
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
な
ど

講　
　

師
▼
皆
神
美
由
紀
さ
ん（
Ｊ
Ｓ
Ｒ
コ
ン
デ
シ
ョ

ニ
ン
グ
ト
レ
ー
ナ
ー
）、
杉
山
章
子
さ
ん（
健
康
支
援

ト
レ
ー
ナ
ー
）、高
畑
和
代
さ
ん（
健
康
運
動
指
導
士
）

※
講
師
に
よ
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
す
べ

て
の
講
師
を
体
験
し
て
み
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

そ

の

他
▼
自
発
的
な
運
動
を
推
進
す
る
た
め
、
申
込

日
か
ら
２
年
間
を
有
効
期
間
と
す
る
回
数
制
限
を
設

け
ま
す
。
規
定
回（
39
回
）ま
た
は
有
効
期
間
日
に
達

し
た
時
点
で
終
了
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
終
了
日
か

ら
１
年
間
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
▼
３
月
13
日（
日
）以
降（
月
曜
日
を
除
く
）の

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に
総
合
体
育
館
窓
口
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
▼
ス
マ
イ
ル
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ
事
務
局（
総
合
体

育
館
内 

☎
297
局
４
３
７
０
）

ここにここに
掲載掲載

「
エ
ン
ジ
ョ
イ
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
」の

参
加
方
法
が
変
わ
り
ま
す
！

詩：須山傑さん
（村松小学校３年）

参加費無料参加費無料
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♪

「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
」（
保
険
証
）

「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
」（
保
険
証
）

の
更
新
時
期
で
す

の
更
新
時
期
で
す
！！！！

楽し
いひととき♪

村では高齢者の方々に、いつまでも健康で生き生きとした生活が送れるように「生きがいづく
り支援事業」をNPO法人「楽

らく ら く ち ゃ

楽茶の間
ま

」に委託し、なごみ･総合支援センターや村内のコミュニティ
センター、各集会所で毎週火曜日と金曜日に開催しています。

「楽楽茶の間」では、折り紙、絵手紙、手芸･編み物、囲碁･将棋、シルバーリ
ハビリ体操、グラウンドゴルフ、ゲームといったものからペタンクまで、さまざ
まな活動を行っています。中にはハーモニカの伴奏で昭和の歌謡曲や童謡等（軍
歌もあります）を一緒に歌ったりというものも――。お茶を飲みながら、みんな
で一緒に会話を楽しみ、友達をつくりませんか？ それぞれ思い思いのひととき
を仲間と一緒に過ごしてみましょう。楽しいことは“いいこと”です！
村にお住まいの65歳以上の方ならどなたでも参加できます。

参加費は１人１回につき350円（昼食代として）です。いつまで
も元気で自分らしく楽しい生活を送りましょう。

楽
しい仲 間♪ 楽し

く元気に長生きを♪

～午前10時から午後３時まで、みんなで手作りの昼食を取りながらワイワイと!!～

毎週火･金曜日は“楽楽茶の間”の日毎週火･金曜日は毎週火･金曜日は“楽楽茶の間”“楽楽茶の間”の日の日

♪♪

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平
成
23

年
度
の「
在
学
証
明
書
」と
印
鑑
を
持

参
の
上
、
保
健
年
金
課
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
の
う
ち
、

医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担
が
１
割
の
方

は
、
平
成
23
年
４
月
か
ら
２
割
負
担
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
24
年
３
月

ま
で
１
割
負
担
に
据
え
置
か
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
現
在
１

割
負
担
の「
高
齢
受
給
者
証
」を
お
持
ち

の
方
に
は
、
保
険
証
と
一
緒
に
、
７
月
31

日
ま
で
を
有
効
期
限
と
す
る
新
し
い「
高

齢
受
給
者
証
」を
郵
送
し
ま
す
。
な
お
、

３
割
負
担
の
方
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
平
成
23
年
８
月
以
降
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
の
方
を
対
象
に
負
担
割
合
の
判

定
を
再
度
行
い
、
平
成
23
年
７
月
下

旬
に
新
し
い
負
担
割
合
が
記
載
さ
れ

た「
高
齢
受
給
者
証
」を
郵
送
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

保
健
年
金
課
国
保
年
金
担
当（
☎
282

局
１
７
１
１ 

内
線
１
１
３
２
）

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
で
１
割

負
担
の
方
は
、
１
年
間
据
え
置
き
に

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証（
保
険
証
）の
有
効
期
限

は
３
月
31
日
ま
で
で
す
。
更
新
時
期
を

迎
え
ま
す
の
で
、
世
帯
主
の
方
へ
平
成

23
年
度
の
新
し
い
保
険
証
を
郵
送（
簡
易

書
留
）し
ま
す
。
不
在
で
３
月
30
日（
水
）

ま
で
に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

場
合
は
、
３
月
31
日（
木
）の
午
後
１
時

以
降
に
お
渡
し
で
き
ま
す
の
で
、
郵
便

局
発
行
の「
不
在
票
」と
印
鑑
を
持
参
の

上
、
保
健
年
金
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ　

①
新
し

い
保
険
証
の「
住
所
」「
氏
名
」「
性
別
」

「
生
年
月
日
」等
を
必
ず
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
記
載
内
容
に
誤
り
が
あ
る

場
合
や
、
世
帯
の
中
に
ほ
か
の
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
が
い
る
場

合
は
、
保
健
年
金
課
へ
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。②
４
月
に
な
り
ま
し
た
ら
、

今
ま
で
の
保
険
証
は
は
さ
み

4

4

4

な
ど
で

裁
断
し
破
棄
す
る
か
、
保
健
年
金
課

へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
学
生
の
保
険
証
交
付
に
つ
い
て　

進

学
等
で
、
村
外
へ
住
民
票
を
移
し
た

場
合
で
も
、
村
の
保
険
証
の
交
付
を

問い合わせ●なごみ･総合支援センター（☎287-2
に こ に こ

525）
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隊
に
入
隊
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
講
習
会（
１

日
間
）で
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
基
礎
的
な
こ
と
を

学
び
、
そ
の
理
念
に
引
か
れ
て
ビ
ー
バ
ー
隊
の
指

導
者
と
し
て
登
録
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
指
導
者

向
け
の
研
修（
３
泊
４
日
の
野
営
）を
受
講
し
ま
し

た
。
私
自
身
に
は
ス
カ
ウ
ト
活
動（
グ
ル
ー
プ
で

助
け
合
い
な
が
ら
野
外
活
動
を
や
り
遂
げ
る
）の

経
験
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
研
修
で
そ
の
楽
し

さ
を
体
験
し
、
子
ど
も
た
ち
に
こ
の
楽
し
さ
を
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
現
在
ま
だ
２
年
目
の
駆
け
出
し
指
導
者
で
、

ス
カ
ウ
ト
へ
の
指
導
が
至
ら
な
い
こ
と
が
多
々
あ
り

ま
す
が
、
団
の
諸
先
輩
方
や
親
御
さ
ん
た
ち
に
度
々

助
け
て
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ス
カ
ウ
ト

の
成
長
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
指
導
者
と
し
て
の
何

よ
り
の
喜
び
で
あ
り
、
自
分
自
身
も
成
長
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
社
会
へ
の
恩
返
し
の
つ

も
り
で
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
を
通
じ
た
青
少
年
育
成

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
立
第
７
団
は
、
東
海
村
全
域
と
日
立
市
南
部

地
区
を
対
象
と
し
て
お
り
、
村
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
月
２
回
く
ら
い
活
動
し
て
い
ま
す
。

悩
み
は
ス
カ
ウ
ト
の
数
が
少
な
い
こ
と
で
、
よ
り
効

果
的
な
活
動
に
す
る
べ
く
、
少
し
で
も
人
数
が
増
え

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
に
つ

い
て
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ「
公
益
財
団
法
人
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
日
立
第
７
団
の
活
動
の
見
学
も
で

き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

少年育成
体 験 記青皆

さ
ん
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

こ
の
活
動
は
百
余
年
の
歴
史
を
持
つ
世
界
的
な
教
育
運

動
で
あ
り
、
主
に
野
外
で
の
活
動
を
通
し
て
、
心
身
共

に
健
康
な
青
少
年
の
育
成
を
目
指
す
も
の
で
す
。
そ
の

構
成
は
、ス
カ
ウ
ト（
青
少
年
加
盟
員
）の
年
代
別
に
ビ
ー

バ
ー
隊
、カ
ブ
隊
、ボ
ー
イ
隊
、ベ
ン
チ
ャ
ー
隊
、ロ
ー
バ
ー

隊
の
５
部
門
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
異
年
齢
の

子
ど
も
た
ち
が
集
ま
る
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
で
の
活
動
を

通
じ
て
、
協
調
性
と
責
任
感
を
養
っ
て
い
き
ま
す
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
具
体
的
な
活
動
は
、
工
作
や
野

外
ゲ
ー
ム
、
手
旗
や
ロ
ー
プ
な
ど
の
練
習
、
キ
ャ
ン
プ
生

活
の
基
本
等
を
勉
強
し
ま
す
。
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
に
は

男
の
子
も
女
の
子
も
参
加
で
き
、
そ
の
指
導
に
は
専
門

の
訓
練
を
受
け
た
成
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
当
た
り
ま
す
。

私
は
、
息
子
が
小
学
１
年
生
の
時
に
ビ
ー
バ
ー

指導者からのメッセージ

ボーイスカウトの指導者としてボーイスカウトの指導者として
ボーイスカウト日立第７団ビーバー隊副長　村松ボーイスカウト日立第７団ビーバー隊副長　村松　　加加

か ば たか ば た

葉田葉田　　究究
きゅうきゅう

国
民
年
金

だ 
よ 
り

平
成
平
成
2323
年
度
の
国
民
年
金

年
度
の
国
民
年
金

保
険
料
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

保
険
料
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

■
４
月
か
ら
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、

　

月
額
１
万
５
０
２
０
円
に

平
成
23
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
前
年
度
よ
り
80
円

引
き
下
げ
ら
れ
、
月
額
１
万
５
０
２
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

■
納
付
方
法

保
険
料
の
納
付
方
法
に
は
以
下
の
３
種
類
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
保
険
料
は
納
付
期
限
か
ら
２
年
を
過
ぎ
る

と
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
納
付
書
に
よ
る
納
付

毎
年
４
月
の
上
旬
に
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
１
年
分

の「
納
付
書
」が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
当
月
分
を
翌
月

の
末
日
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
１
年･

半
年
前

納
を
利
用
す
る
と
割
引
に
な
り
ま
す
。
納
付
の
窓
口
は
、

金
融
機
関（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
含
む
）ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。
納
付
書
を
紛
失
し
て
し

ま
っ
た
場
合
は
再
発
行
が
で
き
ま
す
の
で
、
年
金
事
務

所（
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
口
座
振
替
に
よ
る
納
付

金
融
機
関
か
ら
の
口
座
振
替
を
設
定
す
る
と
、
納
め
忘

れ
や
納
付
の
手
間
が
な
く
便
利
で
す
。
申
し
込
み
に
は
、
通

帳･

届
け
出
印･

納
付
書
を
持
参
の
上
、金
融
機
関（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
を
含
む
）、
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

③
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付

年
金
事
務
所
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ 

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
０
５
７
０
‐

０
５
‐
１
１
６
５
）、
保
健
年
金
課
国
保
年
金
担
当

（
☎
282
局
１
７
１
１ 

内
線
１
１
３
３
）
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も
ら
う
人
と
代
理
し
て
も
ら
う
内
容
に
つ
い
て
取
り

決
め
て
契
約
す
る
も
の
で
す
。

●
成
年
後
見
人
等
に
は
、

　

ど
の
よ
う
な
人
が
な
る
の
？

成
年
後
見
人
等
に
は
、
本
人
に
必
要
な
支
援･

保
護
等

の
事
情
に
応
じ
て
、
家
庭
裁
判
所
が
選
任
し
ま
す
。
本

人
の
親
族
以
外
に
も
、
法
律･

福
祉
の
専
門
家
等
が
選
ば

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
成
年
後
見
人
等
が
複

数
人
選
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
成
年
後
見
人
等
に

は
、
本
人
の
財
産
や
支
援
の
内
容
に
応
じ
て
、
本
人
の

財
産
の
中
か
ら
報
酬
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
制
度
を
利
用
す
る
に
は
？

本
人
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
家
庭
裁
判
所
に
申
し
立

て
を
し
ま
す
。
申
し
立
て
は
、
本
人
の
ほ
か
に
配
偶
者
や

４
親
等
内
の
親
族
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
本
人
の
判
断

能
力
が
不
十
分
で
、
か
つ
、
４
親
等
内
の
親
族
も
い
な
い

場
合
は
、
村
長
が
申
し
立
て
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
制
度
の
利
用
支
援

な
ご
み
で
は
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
や
申
し
立
て

手
続
き
に
関
す
る
相
談･

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、「
東
海
村
成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事
業
」を
実
施

し
、
成
年
後
見
制
度
の
申
し
立
て
費
用
や
報
酬
の
負
担

が
困
難
な
方
へ
の
助
成
等
を
通
し
て
、
制
度
の
利
用
促

進
を
進
め
て
い
ま
す
。
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
ご
質

問
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局
２に

こ

に

こ

５
２
５
）

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
有

機
農
業
の
普
及
啓
発
を
推
進
す
る

た
め
、
平
成
21
年
度
か
ら「
と
う
か

い
環
境
農
業
塾
」を
開
催
し
、
講
義

と
実
技
を
組
み
合
わ
せ
た
講
座
に
よ

り
、
多
く
の
方
に
有
機
農
業
の
基

礎
を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
好

評
の
う
ち
に
講
座
を
終
了
し
ま
し
た

が
、
受
講
者
か
ら
は
年
間
を
通
し
て

栽
培
技
術
を
学
び
、
有
機
栽
培
の
野

菜
を
直
売
所
に
出
荷
し
て
販
売
し

た
い
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

今
年
４
月
か
ら
は
直
売
所
出
荷
型

の
農
業
経
営
を
目
指
す
有
機
農
業
者
育
成

の
実
践
的
な
講
座
に
衣
替
え
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
有
機
農
業
実
践
塾
の
目
的
と
内
容
は
、
講
座
を
通
し

て
有
機
栽
培
に
関
す
る
技
能
や
知
識
を
習
得
す
る
と
同
時

に
、
村
が
用
意
し
た
百
平
方
メ
ー
ト
ル
の
畑
で
各
自
が
自

由
に
作
物
を
栽
培
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
受
講
料
は

無
料
で
、
農
具
や
小
型
機
械
、
育い

く
び
ょ
う
よ
う

苗
用
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

と
畑
に
つ
い
て
も
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
が
、
講
座
の
テ

キ
ス
ト
代
は
実
費
負
担
と
し
ま
す
。

受
講
資
格
は
、
①
村
内
在
住
で
50
歳
以
上
の
会
社
等
を
退

職
し
農
業
に
専
念
で
き
る（
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
）②
受
講
終

了
か
ら
３
年
後
に
は
自
立
し
て
直
売
所
出
荷
者
と
な
る
こ
と

が
見
込
め
る
―
―
を
満
た
す
方
と
な
り
ま
す
。

受
講
を
希
望
す
る
方
は
、
３
月
15
日（
火
）か
ら
25
日（
金
）ま

で
に
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

定
員
は
10
人
で
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ 

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー（
東
海
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト「
に
じ
の
な
か
」内 

☎
287
局
７
８
６
７
）

有機農業経営者を育成します

vol.vol.2121

菜 園 ナ ビ

チ
ャ
ン
ネ
ル
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チチチチチチチチチチチチチチチチチチ

●
自
分
の
た
め
に
―
―
み
ん
な
の
安
心

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

成せ
い
ね
ん
こ
う
け
ん
せ
い
ど

年
後
見
制
度
と
は
、
認
知
症
や
知
的
障
が
い
、
精

神
障
が
い
な
ど
に
よ
り
、
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
場

合
に
、
本
人
を
法
律
的
に
守
り
、
支
え
る
た
め
の
制
度

で
す
。
例
え
ば
、
本
人
に
預
金
の
解
約
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
契
約
を
結
ぶ
な
ど
の
必
要
が
あ
っ
て
も
、
本
人
の
判

断
能
力
が
不
十
分
な
場
合
、
本
人
に
と
っ
て
不
利
益
な

結
果
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
本
人
の

判
断
能
力
を
補
う
た
め
に
支
援
す
る
人
が
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
家
庭
裁
判
所
が
本
人
の
た
め
に

支
援
者（
成
年
後
見
人･

保
佐
人･

補
助
人
。
以
下
、
成

年
後
見
人
等
）を
選
び
、
こ
の
支
援
者
が
本
人
の
た
め

に
活
動
す
る
仕
組
み
が
成
年
後
見
制
度
で
す
。

●
成
年
後
見
制
度
の
概
要

成
年
後
見
制
度
は
、
大
き
く
分
け
る
と
法
定
後
見
制

度
と
任
意
後
見
制
度
の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。

▽
法
定
後
見
制
度
…
家
庭
裁
判
所
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た

本
人
の
代
理
人（
成
年
後
見
人
等
）が
、
本
人
の
利
益

を
考
え
な
が
ら
、
契
約
等
の
法
律
行
為
を
し
た
り
、

不
利
益
な
法
律
行
為
を
取
り
消
し
た
り
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
本
人
を
保
護･

支
援
し
ま
す
。

▽
任
意
後
見
制
度
…
本
人
が
十
分
な
判
断
能
力
が
あ
る

う
ち
に
将
来
判
断
能
力
が
低
下
し
た
場
合
に
備
え

て
、
あ
ら
か
じ
め
自
分
で
成
年
後
見
人
等
と
な
っ
て
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小さな知識で大きな安心 原子力 ･防災マメ知識 ⑭

村では原子力広報事業の一環として、｢原子
力学習ソフトCD版｣を製作し、村内の小中学
校に配布しています。この学習ソフトは、エネ
ルギーと地球環境問題、原子力･放射線の利用、
原子力の安全･防災対策等に関して幅広く、子
どもたちが楽しみながら学習できるようにクイ
ズ形式で取り上げています。解答にはやさしい
解説も付け、理解を深められるようにしました。
補助教材として役立つことと期待しています。
村の小中学校では、エネルギーや原子力教育

に年間３時間を充て、多くは９月末の｢東海村
原子力防災週間｣のころに実施されています。
県が作成した副読本｢小中高生のための原子力
ブック｣もありますが、授業時間数が少ないこ
ともあり、授業時間内に学習できる内容には限
りがあります。
そうした状況を少しでも補足しようとしたの

が、この学習用CDです。５分の休み時間の間
でもチャレンジできるように、クイズは１問２

分以内で完結できるよう工夫されています。残
部が若干ありますので、関心のある方は原子力
対策課までご連絡ください。
村民の皆さんに原子力を正しく理解していた
だくために、原子力関連施設等の見学会も毎年
実施しています。緊急被ばく医療施設やがん陽
子線治療施設、J-PARC（大強度陽子加速器
施設）、防災･緊急事態応急対策施設、原子力オ
フサイトセンター、原子力緊急時支援研修セン
ター等々、毎回村内外のさまざまな施設や機関
を組み合わせて見学コースをつくり、参加者を
募っています。コースによっては、３倍を超え
る大勢の方からの申し込みがあり、抽選で参加
者を決めさせていただく場合もあります。
今後も、皆さんのご意見やご感想を参考に、
より充実した見学会を企画してまいりますの
で、どうぞご期待ください。
●問い合わせ 原子力対策課原子力･防災担当
（☎282-1711 内線1519）

原子力エネルギー学習用CDと原子力施設住民見学会

　
　
【
俳　

句
】

摩ま

か

え

ん

訶
衍
の
法
は
百ひ

ゃ
く
び非
の
第
三
座

舟
石
川
駅
西　

辻
本　

敏
江

淋
し
さ
に
障
子
閉
め
て
も
ま
だ
さ
び
し

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

紅
梅
に
寒
き
心
を
癒
さ
れ
て

外　

宿　

照
沼
あ
や
子

甘
さ
増
し
自
己
主
張
す
る
冬
野
菜

東　

海　

佐
藤　

と
よ

身
の
丈
に
合
う
た
く
ら
し
や
風
光
る

南　

台　

渋
谷
ひ
ろ
し

久
慈
川
の
氷し

が

流
る
る
や
カ
メ
ラ
手
に

豊　

白　

中
島
エ
ミ
子

嶺
の
影
移
り
雛
の
箱
閉
じ
る
頃

村　

松　

松
本　

正
勝

地
球
儀
の
斜
め
に
置
か
る
余
寒
か
な

豊　

白　

小
林　

久
男

す
ぐ
開
く
婚
の
知
ら
せ
や
春
隣
り

村
松
北　

小
野
寺
紀
夫

梅
の
香
に
笑
顔
の
面お

も

を
近
づ
け
り

外　

宿　

西
山　

純
一

束
と
い
て
母
に
一
輪
黄
水
仙

緑
ヶ
丘　

田
中
ミ
ヤ
子

　
　
【
短　

歌
】

わ
れ
の
手
に
触
れ
ん
と
伸
ば
す
隣
席
の
み

ど
り
児
そ
の
た
び
引
き
戻
さ
る
る

村　

松　

髙
橋　

正
弘

野
も
畑
も
白
一
面
の
静
か
さ
に
休
日
の
朝

心
休
ま
る

外　

宿　

小
林
美
代
子

昼
過
ぎ
に
三
人
娘
か
し
ま
し
く
仕
事
に
恋

に
冬
去
り
ぬ
か
も

舟
石
川
駅
西　

辻
本　

國
男

大
雪
の
除
雪
作
業
を
た
び
た
び
に
テ
レ
ビ

に
見
つ
つ
代
り
て
や
り
た
し

照　

沼　

佐
藤　
　

昇

春
の
夜
の
明
り
を
消
し
て
思
い
お
り
母
の

待
つ
里
明
日
こ
そ
行
か
ん

内　

宿　

村
上　

文
江

豆
ま
き
の
声
を
幾
と
せ
聞
き
て
来
し
我
ひ

た
す
ら
に
八
十
路
を
生
き
ん

外　

宿　

髙
槌　

す
み

稲
荷
山
神
社
の
森
の
杉
古
木
も
み
じ
通
り

に
杉
花
粉
飛
ぶ

船　

場　

舛
井
庫
之
助

そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
に
花
咲
く
庭
ま
ぶ
し
絵

を
描か

く
友
の
や
さ
し
さ
に
じ
む

緑
ヶ
丘　

佐
藤　
　

正

雪
降
り
て
冷
え
こ
む
朝
に
な
す
こ
と
を
決

め
か
ね
し
ま
ま
茶
啜
り
お
り

須
和
間　

柴
山　

靖
子

こ
の
先
も
パ
ド
ド
ウ
続
く
と
想
い
し
に
気

付
け
ば
わ
れ
の
ひ
と
り
な
り
し
よ

白
方
中
央　

根
本　

怜
子

年
重
ね
今
は
ま
ば
ら
な
友
の
会
昔
話
は
容

姿
か
わ
れ
ど

舟
石
川
駅
東　

助
川
今
朝
吉

福
豆
を
声
の
大
き
く
ま
く
夫
二
人
元
気
の

今
を
感
謝
す

舟
石
川　

小
川
志
つ
江

思
ひ
き
り
夫
が
枝
を
は
ら
ひ
た
る
庭
広
々

と
明
る
く
な
り
ぬ

村　

松　

桜
井　

秀
子

庭
隅
で
春
よ
い
ず
こ
と
待
ち
侘
し
白
梅

そ
っ
と
先
が
け
て
咲
く

南　

台　

根
本
内
俊
男
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屋外放送が無料で聞けるテレホンサービス（☎0120-42-4848）

お知らせ･ピック
ア
ッ
プ

役
場
の

いいいんんんふふふぉぉぉ
ょょょ

電話番号 ☎ 282-1711（代表）
ししし んんんーーーめめめ

診療時間午前９時30分から午後２時まで※正午～午後１時を除きます。
期日 医療機関名 電話番号

13日（日）村立東海病院 282-2188
20日（日）東原クリニック 283-2301
21日（月）村立東海病院 282-2188
27日（日）石井整形外科クリニック 270-5141
救急医療機関をお探しのときは ▼毎日…
24時間対応

茨城県救急医療情報コントロールセンター
（☎241-4199）
茨城子ども救急電話相談 ▼午前９時～午後
５時…日曜日･祝日･年末年始（12月29日～１
月３日）▼午後６時30分～11時30分…毎日

プッシュ回線の固定電話、携帯電話から
（☎#8000）
すべての電話から（☎254-9900）

平成 23年 2月１日現在（前月比）
世帯数 14,367 世帯 （＋ 11）
総人口 37,503 人　 （－３）
男 18,912 人　 （＋７）
女 18,591 人　 （－ 10）

実施日時 第１・３木曜日 午後７時まで
【実施課】主な取り扱い業務※
【住民課】住民登録、印鑑登録、パスポー
トの交付、各種証明書･許可書の発行等
【保健年金課】保険や年金に関する各種
手続き、母子健康手帳の交付等
【社会福祉課】保育所の手続き、子ども
手当･児童扶養手当の申請等
【会計課】国税と県税を除く各種税金･使
用料等の支払い
【税務課】各種証明書の発行、村税納税
相談（要予約）
【水道課】上水道の手続き、上下水道料
金の支払いなど
※詳しくは、村公式ホームページをご覧ください。

●人口と世帯数●

●３月の休日診療●

●窓口業務時間延長●

「
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座
」を
開
催

「
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座
」を
開
催

　

森
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
茨
城
で
は
、
社
団

法
人
国
土
緑
化
推
進
機
構「
緑
の
募
金
事

業
」の
助
成
を
受
け
、〝
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
志
す
方
へ
の
入
門
講
座
〞を
開
催
し

ま
す
。
森
林
整
備
体
験
を
通
し
て
、
技
能

と
理
論
を
身
に
付
け
、
楽
し
く
活
動
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

期
日
▼
４
月
17
日（
日
）、
５
月
７
日（
土
）

･

29
日（
日
）、
６
月
18
日（
土
）･

19
日

（
日
）、
７
月
２
日（
土
）･

24
日（
日
）

時
間
▼
原
則
、
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

場
所
▼
水
戸
市
不
動
山
国
有
林
、
笠
間
市

飯
田
民
有
林
、
茨
城
町
小
幡
民
有
林
、

大
子
町「
奥
久
慈
憩
い
の
森
」（
合
宿
）

暮
ら
し

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ･

商
工
会･

観
光
協

会
と
村
で
は
、「
豊
岡
な
ぎ
さ
の
森
」の
豊

か
な
自
然
を
保
全
す
る
た
め
、
除
草
や
樹

木
の
剪せ

ん
て
い定

作
業
等
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ

ん
も
緑
地
保
全
活
動
を

通
し
て
、
自
然
環
境
を

い
た
わ
る
心
を
は
ぐ
く

み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
３
月
19
日（
土
）

時
間
▼
午
前
８
時
か
ら
２
時
間
程
度

　

※
荒
天
時
は
中
止
し
ま
す
。

場
所
▼
豊
岡
な
ぎ
さ
の
森（
豊
岡
海
岸
手
前
）

「
豊
岡
な
ぎ
さ
の
森
」の
緑
地
保
全

「
豊
岡
な
ぎ
さ
の
森
」の
緑
地
保
全

活
動
を
実
施
し
ま
す

活
動
を
実
施
し
ま
す

　

県
税
事
務
所
で
は
、
心
身
に
障
が
い
の

あ
る
方
が
障
が
い
を
克
服
し
、
健
常
者
と

同
様
な
社
会
生
活
を
営
ん
で
い
け
る
よ

う
、
障
が
い
の
あ
る
方
が
使
用
す
る
自
動

車
の
自
動
車
税
ま
た
は
、
自
動
車
取
得
税

を
減
免
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

対
象
▼
身
体
障
害
者
手
帳･

戦
傷
病
者
手

帳･

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳･

療
育

心
身
に
障
が
い
の
あ
る
方
に
対
す
る

心
身
に
障
が
い
の
あ
る
方
に
対
す
る

自
動
車
税
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す

自
動
車
税
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す

手
帳
の
い
ず
れ
か
を
お
持
ち
の
方
が
、

通
院･

通
学･

通
所
ま
た
は
生
業
の
た
め

に
使
用
す
る
自
動
車（
１
台
／
人
）

　

※
障
が
い
の
区
分
、
等
級
に
よ
り
減
免

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・

県
税
事
務
所
備
え
付
け
の
減
免
申

請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
現
在
所

有
し
て
い
る
自
動
車
の
場
合
は
、
５
月

31
日（
火
）ま
で
に
、
常
陸
太
田
県
税
事

務
所（
常
陸
太
田
市
山
下
町
４
１
１
９ 

☎
０
２
９
４
‐
８
０
‐
３
３
１
４
）へ
、

新
規
登
録
す
る
自
動
車
の
場
合
は
、
登

録
日
か
ら
30
日
以
内
に
、
水
戸
県
税
事

務
所
自
動
車
税
分
室（
水
戸
市
住
吉
町

２
９
２
‐
１
０ 

☎
247
局
１
２
９
７
）へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
各

県
税
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
※
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、
東

海
村
税
務
課（
役
場
行
政
棟
１
階 

内
線

１
１
１
５
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

定
員
▼
20
人

内
容
▼
主
に
里
山･

人
工
林
で
の
各
種
森

林
整
備
体
験
や
講
義
を
行
い
ま
す
。

受
講
料
▼
１
万
円
／
人　

※
交
通
費･

合

宿
費
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

・

中
村
栄
三
さ
ん（
森
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
茨
城
代
表 

☎
274
局
５
２
８
７
）

都
市
政
策
課
緑
化
推
進
担
当（
内
線

１
２
４
３
）
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健
康･

医
療

福
祉

教
養･

ス
ポ
ー
ツ

少
年
少
女
合
唱
団
に
よ
る
、
第
29
回
定

「
東
海
村
少
年
少
女
合
唱
団
」

「
東
海
村
少
年
少
女
合
唱
団
」

第第
2929
回
定
期
演
奏
会
を
開
催

回
定
期
演
奏
会
を
開
催

　

女
性
に
も
囲
碁
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た

め
、
囲
碁
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
女
性
の

皆
さ
ん
、
囲
碁
を
覚
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
間
▼
４
月
か
ら
平
成
24
年
３
月
ま
で
の

土
曜
日（
月
２
回
）

時
間
▼
午
前
10
時
〜
正
午

場
所
▼
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象
等
▼
村
内
在
住･

在
勤･

在
学
で
中
学

生
以
上
の
女
性（
先
着
20
人
）

講
師
▼
囲
碁
連
盟
会
員

参
加
費
▼
年
額
１
０
０
０
円
／
人

・

３
月
13
日（
日
）か
ら
４
月
10
日

（
日
）ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

に
、
東
海
村
文
化･

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財

団（
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー
内 

☎
282
局

８
５
１
１
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
女
性
の
た
め
の
囲
碁
教
室
」を
開
催

「
女
性
の
た
め
の
囲
碁
教
室
」を
開
催

　

脳
を
刺
激
し
、
活
性
化
さ
せ
な
が
ら
筋

力
ア
ッ
プ
を
図
る「
脳
骨
筋
体
操
教
室
」を

開
催
し
ま
す
。

期
日
▼
４
月
５
日･

12
日･

19
日
、
５
月
10

日･

17
日･

24
日
、
６
月
７
日･

14
日･

21

日
、
７
月
５
日･

12
日･

19
日
、
８
月
２

日･

９
日･

23
日
、
９
月
６
日･

20
日･

27

日（
す
べ
て
火
曜
日 

全
18
回
）

時
間
▼
Ａ
ク
ラ
ス
…
午
前
９
時
45
分
〜
10

時
45
分　

Ｂ
ク
ラ
ス
…
午
前
11
時
〜
正
午

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

対
象
等
▼
村
内
在
住
で
お
お
む
ね
65
歳
以

上
の
方（
各
ク
ラ
ス
と
も
先
着
40
人
）

　

※
初
参
加
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

参
加
費
▼
１
８
０
０
円
／
人

・

３
月
14
日（
月
）か
ら
25
日（
金
）

ま
で
に
、
高
齢
者
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局

４
３
０
０
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
脳
骨
筋
体
操
教
室
」を
開
催

「
脳
骨
筋
体
操
教
室
」を
開
催

対
象
▼
▽
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
、
国
民

健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯
に
属

し
て
い
る
20
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方　

▽

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
を
完
納
し
て
い
る
方

　

※
補
助
人
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

補
助
対
象
の
医
療
機
関
等
▼
下
表
参
照

そ
の
他
▼
①
一
般
ド
ッ
ク
と
村
の
特
定
健
康

診
査･

高
齢
者
健
康
診
査
、
各
種
が
ん
検

診（
胃
が
ん･

肺
が
ん･

大
腸
が
ん
）を
併
用

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
②
医
療
機
関

へ
の
予
約
は
個
人
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

一
般
ド
ッ
ク
ま
た
は
脳
ド
ッ
ク
受
診

一
般
ド
ッ
ク
ま
た
は
脳
ド
ッ
ク
受
診

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

一般ドック
医療機関名等 自己負担額

村立東海病院（東海村村松
2081‐2 ☎282-2188） 12,000円

日立製作所ひたちなか総合病
院総合健診センター（ひたちな
か市石川町20-1 ☎354-6795）

13,300円

日立製作所日立総合病院日立
総合健診センター（日立市城南
町2-1-1 ☎0294-23-3971）

13,300円

茨城県メディカルセンター（水
戸 市 笠 原 町489-4 ☎243-
1111）

13,300円

脳ドック
医療機関名等 自己負担額

聖麗メモリアル病院脳ドック
センター（日立市茂宮町841 ☎
0294-52-8531）

8,400円

日立製作所ひたちなか総合病
院総合健診センター（ひたちな
か市石川町20-1 ☎354-6795）

14,000円

日立製作所日立総合病院日立
総合健診センター（日立市城南
町2-1-1 ☎0294-23-3971）

14,000円

ブレインピア南太田（常陸太田
市谷河原町1183-1 ☎0294-
70-1711）

12,250円

老
朽
化
し
た
消
火
器
の
取
り
扱
い
に

老
朽
化
し
た
消
火
器
の
取
り
扱
い
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

近
年
、
老
朽
化
し
た
消
火
器
の
破
裂
に

よ
る
負
傷
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
さ

び
や
傷
等
が
あ
る
消
火
器
は
絶
対
使
用
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
消
火
器
を
廃

棄
す
る
場
合
は
、
平
成
22
年
１
月
か
ら
運

用
し
て
い
る「
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス

テ
ム
」に
基
づ
き
、
消
火
器
販
売
の
専
門

業
者
等
に
廃
棄（
有
料
）を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。
※
消
防
署･

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は

処
理
で
き
ま
せ
ん
。

消
防
本
部
予
防
担
当（
☎
282
局
２
０
３
８
）

③
補
助
対
象
外
の
検
査
費
用
等
は
各
医

療
機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・

４
月
11
日（
月
）か
ら
平
成
24
年

３
月
２
日（
金
）ま
で
に
、
保
険
証
と

印
鑑
を
持
参
の
上
、
保
健
年
金
課
国

保
年
金
担
当（
役
場
行
政
棟
１
階 

内
線

１
１
３
２
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
医
療
機
関
へ
予
約
し
た
後
、
必
ず
受

診
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

期
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。
小
学
生
か
ら

高
校
生
ま
で
の
団
員
た
ち
が
奏
で
る
ハ
ー

モ
ニ
ー
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
３
月
27
日（
日
） 

午
後
１
時
30
分

開
演（
午
後
１
時
開
場
）

場
所
▼
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
第
１
ス
テ
ー
ジ
…
合
唱
組
曲「
駿

河
の
う
た
」　

第
２
ス
テ
ー
ジ
…
合
唱

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
く
い
し
ん
ぼ
う
ラ
ラ
バ

イ
」　

第
３
ス
テ
ー
ジ
…
ギ
タ
ー
と
と

も
に「
あ
り
が
と
う
」ほ
か

入
場
料
▼
無
料

社
会
教
育
課
文
化･

ス
ポ
ー
ツ

振
興
担
当（
内
線
１
４
２
３
）



● 13

…申し込み　 …問い合わせ　 …ファクシミリ　 …ホームページ　 …電子メール

そ
の
他

　

総
合
計
画
審
議
会
に
お
い
て「
村
民
の

叡え
い
ち智

が
生
き
る
ま
ち
づ
く
り
〜
今
と
未
来
を

生
き
る
全
て
の
命
あ
る
も
の
の
た
め
に
〜
」

「
総
合
計
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催

「
総
合
計
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催

募 集

乗
馬
少
年
団
員
募
集

乗
馬
少
年
団
員
募
集

　

乗
馬
を
通
し
て
、
仲
間
と
の
共
同
作
業

に
よ
る
助
け
合
い
精
神
の
育
成
や
物
の
大
切

さ
、言
葉
遣
い
、礼
儀
作
法
等
を
学
び
ま
す
。

活
動
日
▼
毎
週
土･

日
曜
日

時
間
▼
午
前
９
時
〜
正
午

場
所
▼
東
海
馬
事
苑（
舟
石
川
８
４
５
‐
４
）

対
象
▼
小
学
３
年
生
〜
中
学
２
年
生

団
費
▼
月
額
２
０
０
０
円
／
人

・

尾
崎
嗣し

ろ
う朗

さ
ん（
☎
282
局
７
０
５
６
）

募 集

「
女
声
コ
ー
ラ
ス
東
海
」会
員
募
集

「
女
声
コ
ー
ラ
ス
東
海
」会
員
募
集

　

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
し
な
が
ら
、
楽
し

く
歌
い
ま
せ
ん
か
。

活
動
日
▼
毎
週
火
曜
日

時
間
▼
午
前
10
時
〜
正
午

場
所
▼
合
同
庁
舎

会
費
▼
２
０
０
０
円
／
月

・

富
永
寿
子
さ
ん（
☎
282
局
８
２
０
９
）

　

テ
ク
ノ
交
流
館
リ
コ
ッ
テ
ィ
で
は
、
友
の

会
交
流
活
動
行
事
と
し
て
、
映
画
上
映
会

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
３
月
21
日（
月･

祝
）

時
間
▼
午
後
２
時
〜
３
時
40
分（
午
後
１

時
30
分
開
場
）

場
所
▼
テ
ク
ノ
交
流
館
リ
コ
ッ
テ
ィ

定
員
▼
先
着
２
５
０
人

作
品
名
▼「
カ
ン
フ
ー
パ
ン
ダ
」

入
場
料
▼
無
料

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
テ
ク
ノ
交

流
館
リ
コ
ッ
テ
ィ（
☎
306
局
１
１
５
５
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

テ
ク
ノ
交
流
館
リ
コ
ッ
テ
ィ
で

テ
ク
ノ
交
流
館
リ
コ
ッ
テ
ィ
で

映
画
上
映
会
を
開
催

映
画
上
映
会
を
開
催

を
基
本
理
念
と
す
る「
東
海
村
第
５
次
総
合

計
画
」が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
村
で
は
、「
東

海
村
第
５
次
総
合
計
画
」の
完
成
を
宣
言
し
、

真
に
豊
か
な
社
会
の
実
現
と
10
年
後
も
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
に
向
け

た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
３
月
29
日（
火
）

時
間
▼
午
後
３
時
〜
５
時
30
分

場
所
▼
東
海
村
研
究
交
流
プ
ラ
ザ（
白
方

１
６
２
‐
１
）

定
員
▼
２
０
０
人
程
度

講
師
▼
大
森
彌わ

た
るさ

ん（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

参
加
費
▼
無
料

政
策
推
進
課
政
策
推
進
担
当（
内
線

１
３
３
１
）※
詳
し
く
は
、村
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募 集

「
青
竹
ス
ト
レ
ッ
チ
」会
員
募
集

「
青
竹
ス
ト
レ
ッ
チ
」会
員
募
集

　

青
竹
ビ
ク
ス
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ヨ
ガ
、
骨

盤
体
操
を
行
い
、
健
康
増
進
を
図
っ
て
い

ま
す
。一
緒
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

活
動
日
▼
毎
週
木
曜
日

時
間
▼
午
前
10
時
〜
11
時
15
分

場
所
▼
中
央
公
民
館

募
集
人
員
▼
５
人
程
度

会
費
▼
２
０
０
０
円
／
月

・

𠮷
村
弘
子
さ
ん（
☎
282
局
２
９
０
３
）

募 集

「
Ｊ
Ｕ
Ｎ（
ジ
ュ
ン
）バ
ン
ド
」会
員
募
集

「
Ｊ
Ｕ
Ｎ（
ジ
ュ
ン
）バ
ン
ド
」会
員
募
集

　

楽
器
の
演
奏
を
楽
し
み
な
が
ら
、
音
楽

の
仲
間
を
増
や
し
ま
せ
ん
か
。

活
動
日
▼
第
２･

４
日
曜
日

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
〜
６
時

場
所
▼
舟
石
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

会
費
▼
必
要
に
応
じ
て
徴
収
し
ま
す
。

・

中
村
淳
さ
ん（
☎
282
局
４
４
９
５
）

募 集

茨
城
県
警
察
官
募
集

茨
城
県
警
察
官
募
集

受
験
資
格
▼
昭
和
57

年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
、
学
校
教
育

法
に
よ
る
大
学（
短

期
大
学
を
除
く
）を

卒
業
し
た
方
、
も
し

く
は
平
成
24
年
３

月
31
日
ま
で
に
卒

業
見
込
み
の
方
ま
た

は
、
人
事
委
員
会
が

同
等
と
認
め
る
方

　

※
下
表
の
身
体
基

準
を
満
た
す
場
合

に
限
る
。

募
集
人
員
▼
男
性
警
察
官
Ａ
…
80
人
程
度

女
性
警
察
官
Ａ
…
17
人
程
度

第
１
次
試
験
▼
５
月
８
日（
日
）に
、
教
養

試
験･

論
文
試
験
を
行
い
ま
す
。
※
第

２
次
試
験
の
日
時
等
は
、
第
１
次
試
験

合
格
者
に
連
絡
し
ま
す
。

・

４
月
13
日（
水
）ま
で
に
、
茨
城

県
警
察
本
部（
水
戸
市
笠
原
町
９
７
８

‐
６ 

☎
０
１
２
０
‐
３
１
４
０
５
８ 

http://w
w
w
.pref.ibaraki.jp/

kenkei/

）ま
た
は
ひ
た
ち
な
か
西
警
察

署（
☎
272
局
０
１
１
０
）を
は
じ
め
と
す
る

県
内
の
警
察
署
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
申
し
込
み
は
、

茨
城
県
警
察
本
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

男性
身長160cm以上、
体重47kg以上、
胸囲78cm以上

両眼とも裸眼視力
0.6以上または矯正
視力1.0以上、職務
遂行に支障がない
色覚であること女性 身長155cm以上、

体重45kg以上

募 集

「
東
海
マ
ジ
シ
ャ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
」

「
東
海
マ
ジ
シ
ャ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
」

会
員
募
集

会
員
募
集

　

手
品
を
覚
え
て
、
一
緒
に
地
域
の
ま
つ

り
な
ど
で
発
表
し
ま
せ
ん
か
。

活
動
日
▼
第
３
木
曜
日

時
間
▼
午
後
６
時
30
分
〜
９
時

場
所
▼
石
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

会
費
▼
６
０
０
０
円
／
年

・

照
沼
朗あ

き
お男

さ
ん（
☎
283
局
０
７
５
２
）
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夢は…。“幼稚園の先生”
照沼小学校５年●照

てるぬま

沼岬
みさき

　私の夢は幼稚園の先生になることです。
　私がこの夢を持ったのは、４歳になる妹が幼稚園に
通うようになってからです。私はよく妹の面倒を見る
ときに、折り紙を折ってあげたりピアノを弾いてあげ
たりします。そうすると妹はとても喜びます。私が幼
稚園児だったころも、先生が上手に歌の伴奏をしてく
れたり絵本を読んでくれたりしました。そして、そん
な先生が私は大好きでした。
　先生は一人でたくさんの小さな子どもたちの世話を
しながら、友達とのかかわり方や基本的な生活の習慣、
集団での行動の仕方等、多くのことを教えなければな
らないので大変な仕事だと思います。
　私は、幼稚園児が毎日楽しく通えるような優しくしっか
りとした先生になりたいと思います。そのために、今私に
できることを一つ一つ努力していきたいと思っています。

ぼくの夢
　わたしの夢

Dream-120

ちびっこ
美術館

●みぎわ
幼稚園 ちゃん野

やない

内萌
も も か

々香
縄跳び

縄跳びをしているところを描いて
くれた萌々香ちゃん（６歳）。大好き
なピンク色の服を着ている方が萌々
香ちゃんなのだそう。「好きなこと
は何かな？」と聞くと「体操！」と元
気いっぱい答えてくれました。

発
行　

東
海
村　
　

編
集　

総
務
部
総
務
課　

〒
３
１
９
‐
１
１
９
２　

那
珂
郡
東
海
村
東
海
三
丁
目
７
番
１
号　

☎
０
２
９（
２
８
２
）１
７
１
１　
　

印
刷　
（
株
）あ
け
ぼ
の
印
刷
社

広
報 

と
う
か
い　
３
月
10
日
号

「
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

―
―
今
な
ら
素
直
に
そ
う
言
え
ま
す
。

娘･

彩あ

や

か歌（
５
歳
）は
、
４
月
か
ら
年
長

に
進
級
す
る
最
近
ち
ょ
っ
ぴ
り
反
抗
期

の
生
意
気
さ
ん
。
息
子
の
颯は

や

と人（
１
歳
）

は
そ
ん
な
お
姉
ち
ゃ
ん
の
ま
ね
を
何
で

も
し
た
が
る
い
た
ず
ら
っ
子
で
す
。

結
婚
し
て
す
ぐ
に
娘
が
で
き
、
右
も

左
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
、
私
の〝
母
〞と
し

て
の
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
す
べ
て

が
初
め
て
の
事
だ
ら
け
で
、
オ
ム
ツ
替
え

さ
え
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
あ
の
こ
ろ
…
広

い
世
界
に
私
一
人
だ
け
取
り
残
さ
れ
た

よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
、
娘
と
一
緒
に

な
っ
て
大
泣
き
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。
そ
れ
も
１
回
だ
け
で
は
な
く
何

回
も
…
。
そ
し
て
、
そ
ん
な
私
を
見
て

「
ま
た
泣
い
て
る
」と
困
っ
た
顔
の
主
人

の
こ
と
も
…
。

今
は
笑
っ
て
話
せ
ま
す
が
、
当
時
の

私
は
本
当
に
余
裕
が
な
く
て
、
何
を
す

る
に
も
焦
っ
て
い
ま
し
た
。
何
し
ろ
育

児
本
に
書
い
て
あ
る
通
り
に
事
が
進
ま

な
い
の
で
す
！！

な
か
な
か
寝
返
り
を
し
な
い
し
、
し

た
と
思
っ
て
も
今
度
は
お
座
り
が
で

き
な
い
し
…
と
い
っ
た
感
じ
に
、
す
べ

て
が
マ
イ
ナ
ス
に
し
か
考
え
ら
れ
な
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。
娘
に
は
娘
な
り
の

成
長
が
あ
る
の
に
、
当
時
の
私
に
は
そ

ん
な
こ
と
さ
え
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で

す
。「
す
べ
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
に
完
璧

に
！
」な
ん
て
絶
対
無
理
な
の
に
、
変
な

と
こ
ろ
で
頑
固
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
私
の
苦
労
を
知
っ
て
か
知
ら

ず
か
、
娘
は
す
く
す
く
と
成
長
し
、
颯

人
も
生
ま
れ
、
気
付
い
た
と
き
に
は
幼

稚
園
に
入
園
！　
「
早
い
な
…
。
こ
れ

か
ら
は
も
っ
と
早
く
感
じ
る
の
だ
ろ
う

な
」と
思
う
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

「
マ
マ
〜
今
日
ね
、
幼
稚
園
の
お
や
つ

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
だ
っ
た
よ
〜
」と
う
れ
し

そ
う
に
話
し
て
く
れ
る
彩
歌
。
自
分
の

遊
び
が
一
段
落
す
る
と
、
颯
人
を
抱
っ

こ
し
た
り
、
追
い
か
け
っ
こ
を
し
た
り

し
て
一
緒
に
遊
ん
で
く
れ
ま
す
。危
な
っ

か
し
い
と
き
も
あ
る
け
れ
ど
、
頼
り
に

な
る
お
姉
ち
ゃ
ん
に
育
っ
て
く
れ
て
い

る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
お
姉
ち
ゃ
ん
の
下
、
た
く
ま

し
く
生
き
て
い
る
颯
人
の
成
長
も
…
。

私
た
ち
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

た
く
さ
ん
の
方
々
、
本
当
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。

私
は
こ
の
子
た
ち
の
母
親
に
な
れ
て

幸
せ
で
す
。

わ
が
家
の

わ
が
家
の

子
育
て
奮
戦
記

子
育
て
奮
戦
記
●●
表
紙
の

表
紙
の[[

ひ
と
ひ
と]]

水水み

ず

こ

し

み

ず

こ

し越越  

満満ま

り

こ

ま

り

こ

理
子
理
子

〈東海村公式ホームページ〉　　http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/
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